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【手続補正書】
【提出日】令和3年10月21日(2021.10.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱可塑性フルオロポリマー粉末及び疎水性流動剤を含む組成物であって、フルオロポリ
マー粉末が、１２０μｍ以下、好ましくは２５～１００マイクロメートルのＤｖ５０によ
って定義される粒径を有し、前記フルオロポリマーが、較正標準としてポリメチルメタク
リレートを用いるＤＭＳＯ／０．１ＭのＮａＮＯ３でのサイズ排除クロマトグラフィによ
り測定して、５ｋＤａ～２００ｋＤａの範囲の数平均分子量を有する、組成物。
【請求項２】
　前記フルオロポリマーが、以下に列挙する少なくとも１つのモノマー：フッ化ビニル；
フッ化ビニリデン；トリフルオロエチレン；クロロトリフルオロエチレン；１，２－ジフ
ルオロエチレン；テトラフルオロエチレン；ヘキサフルオロプロピレン；パーフルオロ（
アルキルビニル）エーテル、例えばパーフルオロ（メチルビニル）エーテル、パーフルオ
ロ（エチルビニル）エーテル及びパーフルオロ（プロピルビニル）エーテル；パーフルオ
ロ（１，３－ジオキソール）；パーフルオロ（２，２－ジメチル－１，３－ジオキソール
）；式ＣＦ２＝ＣＦＯＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）ＯＣＦ２ＣＦ２Ｘ（式中、Ｘは、ＳＯ２Ｆ、
ＣＯ２Ｈ、ＣＨ２ＯＨ、ＣＨ２ＯＣＮ又はＣＨ２ＯＰＯ３Ｈ）の生成物；式ＣＦ２＝ＣＦ
ＯＣＦ２ＣＦ２ＳＯ２Ｆの生成物；式Ｆ（ＣＦ２）ｎＣＨ２ＯＣＦ＝ＣＦ２（式中、ｎは
１、２、３、４又は５である）の生成物；式Ｒ１ＣＨ２ＯＣＦ＝ＣＦ２（式中、Ｒ１は水
素又はＦ（ＣＦ２）ｍであり、ｍは１、２、３又は４に等しい）の生成物；式Ｒ２ＯＣＦ
＝ＣＨ２（式中、Ｒ２はＦ（ＣＦ２）ｐであり、ｐは１、２、３又は４である）の生成物
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；パーフルオロブチルエチレン（ＰＦＢＥ）；３，３，３－トリフルオロプロペン及び２
－トリフルオロメチル－３，３，３－トリフルオロ－１－プロペンを含むホモポリマー又
はコポリマーである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記フルオロポリマーが、フッ化ビニリデンから誘導される単位を含むポリマーであり
、ポリフッ化ビニリデンホモポリマー並びに少なくとも５０ｍｏｌ％、好ましくは少なく
とも７５ｍｏｌ％のフッ化ビニリデンから誘導される単位と、フッ化ビニル；トリフルオ
ロエチレン；クロロトリフルオロエチレン；１，２－ジフルオロエチレン；テトラフルオ
ロエチレン；ヘキサフルオロプロピレン；パーフルオロ（アルキルビニル）エーテル、例
えばパーフルオロ（メチルビニル）エーテル、パーフルオロ（エチルビニル）エーテル及
びパーフルオロ（プロピルビニル）エーテル；パーフルオロ（１，３－ジオキソール）；
パーフルオロ（２，２－ジメチル－１，３－ジオキソール）及びそれらの混合物から選択
される少なくとも１つの他のコモノマーから誘導される残りの単位とを含むコポリマーか
ら選択される、請求項１及び２のいずれかに記載の組成物。
【請求項４】
　前記フルオロポリマーが、エチレンとクロロトリフルオロエチレンとのコポリマー、エ
チレンとテトラフルオロエチレンとのコポリマー、ヘキサフルオロプロピレンとテトラフ
ルオロエチレンとのコポリマー、テトラフルオロエチレンとパーフルオロ（アルキルビニ
ル）エーテルのファミリーからのモノマーとのコポリマーから選択される、請求項１及び
２のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　前記フルオロポリマーが、標準のＡＳＴＭ　Ｄ３８２５に従って２３２℃の温度及び１
００ｓ－１の剪断速度で測定して、１６００Ｐａ．ｓ以下、好ましくは１０００Ｐａ．ｓ
以下の粘度を有する、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　フルオロポリマー粉末が、２００μｍ以下、好ましくは１５０μｍ以下、さらにより好
ましくは１２５μｍ以下のＤｖ９０によって定義される粒径を有する、請求項１～５のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　フルオロポリマー粉末が、５０μｍ以下、好ましくは４０μｍ以下、さらにより好まし
くは２５μｍ以下のＤｖ１０によって定義される粒径を有する、請求項１～６のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記フルオロポリマーが、５ｋＤａ～１２０ｋＤａの範囲の数平均分子量を有する、請
求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記疎水性流動剤が、沈降シリカ、ヒュームドシリカ、ガラス質シリカ、焼成シリカ、
ガラス質リン酸塩、ガラス質ホウ酸塩、ガラス質酸化物、アモルファスアルミナ、二酸化
チタン、タルク、マイカ、カオリン、アタパルジャイト、ケイ酸カルシウム、アルミナ及
びケイ酸マグネシウムから選択される、請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　流動剤の質量割合が、前記組成物の総重量の０．０１％～５％、好ましくは０．０２５
％～１％である、請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　フルオロポリマー及び疎水性流動剤からなる、請求項１～１０のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項１２】
　さらに染料、着色用の顔料、赤外線吸収用の顔料、カーボンブラック、難燃性添加剤、
ガラス繊維、炭素繊維、抗酸化安定剤、光安定剤、衝撃改質剤、帯電防止剤及び難燃剤か
ら選択される１つ以上の添加剤を最大５０重量％含む、請求項１～１０のいずれか一項に
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記載の組成物。
【請求項１３】
　三次元物体を製造する方法であって、前記方法が、三次元物体を得るために、請求項１
～１２のいずれか一項に記載の粉末形態の組成物をレーザー焼結することを含む、方法。
【請求項１４】
　三次元レーザー焼結用の材料としての、請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物
の使用。
【請求項１５】
　請求項１３に記載の方法により得られる三次元物体。
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